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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 日本におけるマレ－シア研究の蓄積は少なくないが、本論文はこれまでの研究に対し、以下の諸点で新たな
研究成果をもたらしたと考えられる。①マレ－シアの経済開発政策であると同時に民族政策でもあるブミプト
ラ政策の背景を植民期にまで遡って考察している。②これまでの政治分析に偏っていたマレ－シアの独立初期
の経済分析を行うことによって、マレ－シア経済史における研究上の間隙を埋めるとともに、すでに多大な蓄
積をもつ植民地期とブミプトラ政策期の研究の間に連続性をもたせた。③１９９７年に発生した通貨危機に対
するマレ－シア政府の対応に関する経済的分析は日本でも数多く見られるが、本論文はそれをエスニック問題
の次元から分析することで、マレ－シアがタイや韓国と異なった対応をとらざるをえなかった政治社会的背景
に迫っている。 
 またブミプトラ政策の形成と展開をマレ－人の階層分化・階層格差という視点から丹念に分析することで、
植民地期から現在までのマレ－シア経済の変化と連続性を浮き彫りにしている点も高く評価される。 
 本論文の課題としては、次の点が考えられる。マレ－シア経済の経済開発とエスニック問題の関係を分析す
るためには、国営企業、華人企業、多国籍企業３者間の協調と対立のプロセスを分析することが重要であるが、
本論文ではこうした３者（企業）関係の分析の視点が希薄である。また考察の対象期間がかなり長いスパンに
及んでいるため、歴史的記述にやや精緻さや深みが欠ける。今後、さらに研究を深めることで、こうした問題
点を克服していくことが望まれる。平成16年12月14日に開催された公聴会では、申請者の報告を受け、審査
委員や研究科教員からいくつかの問題点が指摘されたが、申請者の質問に対する応答も適切であった。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位に値する優れた業績であると判断する。 
 
